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Georges BATAILLE《MαdameEdwarda》

ーテクストからその余白ヘ

阿部静子

1. テグスト

1940, 50年代を中心に相次いで刊行された GeorgesBAT AILLEの著作

の1つ， Mad，αmeEdwαrdaは， BATAILLEのテクストに共通な幾つかの

特徴を有することで他の作品群に連なる一方，独自の高い象徴性によって

他との懸隔を保っているように思われる。この詩的散文とも言える体裁を

もった極く短かし、テクストは， 1941年， 1945年， 1956年の 3回に亙って，

いずれも PierreANGELIQUEの偽名で刊行された（しかも， 1956年の

Pauvert版以降には BATAILLE 本人による序文が付されている）。 幾つ

かのテクストを 1つの総題の下に統合しようとする試みは BATAILLE の

他の作品系列においても見られるが， MαdameEdwardaも，続編 Ma

mere, Charlotte d’lngerville （未完）と共に DivinusDeusのタイトルの

下に 3部作としようとする構想があった。文章表現およびテクスト構成に

おいて顕著に見られるフラグマンテールな性質がこの様な試みを許容する

素地となっていると思われるが，また，ここに作品を未完成な様相のまま

に留め置こうとする，潜在的意志の存在をも感じ取ることが出来ょう。テ

クストの成り立ちの不完全さは，例えば次の白註の様な作者の諮崎への志

向（これは他のテクストでも随所に見られるものだが）によっても更にー

1) Georges BATAILLE, CEuvres Completes （以下 o.c.と略記）, Gallimard, 

1972, t. III, Notes, p. 491. 

2) BATAILLE はテクスト編成に際して幾通りかの案を考えていることがあれ
この場合も MadameEdwardaを総題とする形の構想のヴアリアントがある。
(Cf. 0.C.t.IV, Divinus Deus, pp.169-311，および Notes,pp. 387-418) 
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層，深められているD

]'ecrivis ce petit livre en septembre-octobre 1941, just 

avant Le Sゆ'}Jlice,qui forme la seconde partie de L’Eゅω－

ence interieure. Les deux textes, a mon sens, sont etroitement 
solidaires et l’on ne peut comprendre l'un sans l'autre. Si 

Madαme Edwardσn'est pas demeuree unie au Suρρlice, c’est 

en partie pour des raisons de convenance regrettables. Bien 

entendu, Madame Edwarda m'exprime avec plus de verite 

e伍cace;je n’aurais pu ecrire Le Suρρlice si je n’en avais 

d’abord donne la cle lubrique. 

L'exρerience interieureは，哲学的思弁がアフォリスティックな断章

の形で綴られたテクストであるが，その中にあって突出した一連の語は，

Mad，αme Edwardaにおし、てもやはり，際立った存在を示している。 2つ

のテクストの関連性は，語のレベルに留まらず，イメージのレベル，各種

概念， コンテクストに亙って見られるもので，この事実は先の作者の註釈

を裏付けていると云ってよいだろう。引用の文章は次の様に続けられてい

る。

Toutefois, je n'ai voulu decrire dans Edwαrda qu’un mauve-

ment d’extase independant, sinon de la depression d’une vie 
3) 

debauchee, du mains des transes sexuelles proprement dites. 

ここで、話われているような ≪mouvementd’extase≫, ≪transes sexuel-

les》の描写とは，一体どの様なものであり得るのだろうか。 1956年版以

降の MαdαmeEdwαγdα のテクストにつけられた序文（それは本文のヴ

ォリュームとは不似合な程に長いものである），独立したエロティシズム

論とも言えるこの文章の中でも BATAILLEは， 《cepetit livre ou l’ero・

tisme est represente, sans detour≫ と言っている。）

序文，緒言，エピグラフ，自註によって幾層にも因われたテクストの中

3) Paul ELUARDに捧げられた manuscritoriginal中の，序文の草案にある文
章。（0.C. t. III, Notes, p. 491.）強調は筆者。

4) O.C. t.III, Madame Edwarda （以下 M.E. と略記）' p.10. 
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心核を成すのは， Edwardaの顕現の物語である。訴り件ぬものの言語表

現，「不可能Jの可能性を極めようとする試みの 1つをここに見ることが

出来るが，そのようなテクスト， MαdαmeE'dwardaを，独自な描写の形

式とその効果という観点から探り，更に，テクストの射程古余白にまで拡

げている言語表現のかたちそのものについても，併せて考えてみたいと忠

r 
ノ口

2. 描写の形式とそれにまつわる文体事象

Madame Edwardaの本文は大きく 3つのセクションに分かれ，それぞ

れが又，詩のスタンスにも似た10余のノミラグラフに寸断されている。個々

の文章は，単純過去形を主調として短かく断切られた形をとっており，

又，命令形（regarde!,sortons!, etc.）とそれに類した形，および point

d’exclamation, points de suspensionを付した形（biensur !, etc.; jusquも

…， je suis DIED・・・, etc.強度の点ではこれ等は対照的で、ある）が数多く見

られる O 文章を，或いは語調の鋭さによって，或いは実際に中断符によっ

てそれぞれ断切ること，文章の流れをノミラグラフ毎の余白によって断切る

こと一一テクスト中に言わば予め刻み込まれた形のこれ等の断絶は，文体

のエコノミーという観点からも重要なファクターで，読む際に A 種の効果

となって顕れてくるものである。つまり，ストーリーの整合性ある叙事詩

的展開を拒む形をとっている様々な断絶（rupture) によって，読者の関

心はレクチュールの中断されたその箇所に留まり，その為，期待感が増大

し読者の内圧が高められる一一文体強化作用としての断絶効果はこの

様に説明されるが，更に又，断絶によって途切れた文脈は次に現われる新

しい文脈との間に対比を生み出すのであって，異なる文脈同志の対比によ

る文体的価値が生まれる結果にもなるのである。この様な文体上の効果

5) 「不可能」（impossible）は BATAILLEのmots-desの1つで，「到達し得ぬ」
対象と，それを目指す試みの絶望的な困難さの両方を指す ambiguな性質を持
った言葉。 L’Impossibleとし、う題名の物語に象徴的にイメージ化されている。

6) Puisque l’intensification stylistique resulte de l’insertion d'un element 
inattendu dans unρattern, elle suppose un e百etde rupture qui modifie 
le contexte, （・・・）． Le contexte stylistique est unρattern linguistique romρu 

F
h
d
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は，テクストの diachroniqueな流れに関わる「語り」に見られる転調，

言い換えれば次元を異にする語り口の侵入において一際，顕著である。何

回かに亙って挿入される異質な語りは，実際には括弧を付した形で示され

るが，例えば官頭， ≪Aucoin d’une rue》と書き出された物語に次の様

な文章が割込んでくる。

(Mon entree en matiere est <lure. J’aurais pu l'eviter et 

rester ≪vraisemblable≫. J’avais interet aux detours. Mais il 

en est ainsi, le commencement est sans detour. Je continue 
7) 

・・plusdur. .. ) 

この，書き子が手を休めて読者に直接，語りかけようとするかの様な口
rec it 

調によって，始められたばかりの物語が中断されてしまうだけでなく，話

の次元が相対化して，暖昧なものになってしまれ記述行為（pratique

d’ecriture）そのものにおける断絶がここに起っている訳だが，語りの調子

・スピード，語っている時点・場所等，複数の次元に亙って，最初のもの

との隔たりを感じさせるこの様な語りの侵略は，その意外さ，店突さによ

って読者のうちに予想に反した「驚き」を惹起すると同時に，やはり対比

によって先の文章全体を変容させるという，遡及効果を生み出していると

言えるだろう。

ρar zm element qui est imρrevisible, et le contraste resultant de cette m-
terference est le stimulus stylistique. La rupture ne doit pas etre inter-

pr et白 commeun principe de dissociation. La valeur stylistique du cont-

raste reside dans le systeme de relations qu'il etablit entre les deux ele-

ments qui se heurtent; （.一）． (Michael R1ドドヘTEIm Iこ， Essaisde stylistique 

structurale, flammarion, 1971，ρρ. 57, 58.) 
7) M. E., p. 19. 

8) L’agent reel de l'attente frustr白 c’estune attente accrue anterieure a 

i’occurrence de lモlement de basse previsibilite. Cette attente accrue, 

resulte du renforcement du pattern du contexte. （…）． 

11 faut corriger et completer cette definition du texte comme vecteur 

en y ajoutant le concept de retroaction: le sens et la valeur de certains 

faits de style deja dechi町民ssont modifies retrospectivement par ce que 

le lecteur decouvre a mesure qu'il progresse clans sa lecture. Tel mot 

repete, par exemple, est mis en relief du fait de la r匂etition:il fait 
contraste avec les mots de son contexte qui ne sont pas marques com-

( 87 ) 4川
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さて，本文の 3つのセクション（それ等を隔てるのは一定の余1'1でしか

ない）に描かれているのは，それぞれにオクターヴの違う 3通りのエクス

タシーであるが， ≪transe≫ の趣きを呈するこれ等の情景の描写には，いず

れも言語活動の死（断絶）が依め込まれている。つまり，語 ≪silence≫ で

ある。語 ≪silence≫ は，時にテクストの背後からすべり込み（≪ledeuil 

（…） avait fait passer un silence vide》），時にエクスタシーの場に垂直

に落下して水平な文章を文字通り断切る形で（《une sorte de silence 
10〕

tomba sur moi de haut≫），又，時には Edwardaabsenteの周囲に広が

る宇宙として （≪lesilence ou Mme Edwarda demeurait ferm白〉〉）），テク

ストに介入してくる。この様な ≪silence≫ 一一 BATAILLEの考えるくくle

plus pervers》な語の機能によって，言語表現における断絶が能く，エグ

me lui par une relation d'identite avec une《prototype》．（…）．

Plus leρattern est clairement dessine, plus fort sera le contraste (par 

exemple un contexte narratif avec des verbes au passe preparant un 

contraste avec un present historique isole; （…） . (Michael RIFFATERRE, 0ρ． 

cit., pp. 58,59,150). Roman JAKOBSONがその著作で引用している G.M. HoP-

KINSの韻文構造に関わる平行性について述べた論文の次の箇所，
A l’espece abrupte ou marquee du parallelisme appartiennent la meta-

phore, la comparaison, la parabole, etc., ou l込町etest cherche dans la 

ressemblance des choses, et l'antith恒久 lecontraste, etc., ou il est cher-

che dans la dissemblance. (R. l生KOBsoN, Essais de linguistique generate, 

Editions de Minuit, 1963, p. 235），および JAKOBSONの次の文におけるくくambi-

gulte≫ も同種の効果として考えられるものだろう。
L'ambigulte est une propriete intrinseque, inalienable, de tout message 

centre sur lui・meme,bref c’est un corollaire oblige de la poesie.（…）. Non 
seulement le message lui-meme, mais aussi le destinateur et le desti-

nataire deviennent ambigus. En plus de l’auteur et du lecteur, il y a le 

≪je≫ du heros lyrique ou du narrateur fictif et le 《tu》 OUle ≪VOUS》 du

destinataire suppose des monologues dramatiques, des supplications, des 

epitres. (ibid., p.238) 

9) M. E., p. 24，強調は筆者。

10) Ibid., p. 20. II I/ 

11) Ibid., p. 26. II II 

12) Je ne donnerai qu'un exemple de mot glissant. Je dis mot: ce peut etre 
aussi bien la phrase ou l'on insらrele mot, mais je me borne au mot 

silence. Du mot il est deja, je l'ai dit, 1’abolition du bruit qu’est le mot; 
entre tous les mots c’est le plus pervers, ou le plus po白ique:il est lui-

meme gage de sa mort. (0. C. t. V, L'experience interieure，以下 E.I.と略

記， p.28.) 
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スタシーにおける意識の裂目（≪pointde rupture de la conscience≫）と

重ね合わせて表現されているのを見ることが出来ょう。そして，こうした

表現行為の極まるところ，それは言語表現そのものの抹消である。

.. les glaces 

qui tapissaient les murs, et dont le plafond lui-meme etait 

fait, multipliaient l’image animale d’un accouplement: au 

plus leger mouvement, nos C白 ursrompus s'ouvraient au vide 
14) 

ou nous perdai t l’infinite de nos reflets. 

書物の検閲と精神分析上の検閲（censure）の，いずれをも意味するか

のような pointsde suspension －一抹消行為の犠牲として表わされる沈

黙は， 自らの蒙った（暴）力を内含した， 強力で〈〈凶terogene~；な，無音
13) この表現そのものは Histoirede !'milの第2部 Coincidencesの中にある。

Mais precisant ce point de rupture de la conscience ou, si l'on veut, 
le lieu d’election de l'ecart sexuel, （…）. (O.C.t.I, p. 75). 

このテグストは， BATAILLEが30才の頃，治療を受けていた精神分析医，
Adrien BoRELの勧めた「方法」として書かれたものである。（Cf.0. C. t. I, 
Notes, p. 644). 

14) M. E., p. 22. 

15) ≪heterogらne》は，BATAILLEのテグストにおける mot-cleであるのみならず，
その概念は BATAILLEの思想においても重要な意味を持っている。 DossIER
H釘郎OLOGIEとしてまとめられた fragmentsに具体的な展開が示されてい
る（Cf.O.C . t. II, pp. 165～202）。
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のエクリチュールとなっている。テクスト全体を貫ぬくこの陥穿は，読者

に違和感を覚えさせるだけでなく，読者の内部に亀裂を生じさせ，その

《rupture》と相呼応して，抹消された部分の何らかの読み取りを唆かすと

し、ぅ，やはり極めてゆervers》な性質を持ったものと言えるだろう。突

然の消音は，物語の語り声を・層くっきりと浮き上らせる効果をあげても

いる。

BATAILLEの mots-cl伐の 1つ，《rupture》は，これ迄見てきた様に，

テクストの構造と深く関わった形で表わされているが，その面貌は，テク

スト中に張り廻らされた Edwardaにまつわるメトニミーとメタファーの

網目によって一層，多様なものになっていることがわかる。 Edwarda

の体現する ≪blessure≫ニ ≪guenilles≫ に収散する一連の語群（〈〈従chirer>>,

≪ouvrir≫, ≪denuder≫, etc.）は， ≪glisser≫,≪tomber≫, etc. の語によって

肉体の交感を示すー方で， ≪leciel vide≫ ( =abime）へと，聖なる場所に
17) 

向って聞かれた裂目へと突き抜けていくものと考えられるだろう。生理的

16) ノミリ・フロイト派の JacquesLACAN は，精神分析における言語活動の機能

について述べた論文で，被分析者のナルシシックな空虚な言葉や沈黙に対して

分析者の用いる句読法の重要性に言及しているが，正しく， こうした「読み取
り」の努力こそが言語の問題において必要とされているものなのではないだろ

うか。

（・・・） : prenant le recit d’une histoire quotidienne pour un apologue qui 
a bon entendeur adresse son salut, une longue prosopopee pour une in-
terjection directe, ou au contraire un simple lapsus pour une declaration 

fort complexe, voire le soupir d’un silence pour tout le developpement 

lyrique auquel il supplee. 

Ainsi c’est une Jうonctuationheureuse qui donne son sens au discours 

du sujet. C’est pourquoi la suspension de la seance dont la technique 

actuelle fait une halte purement chronometrique et comme telle indif-

terente a la trame du discours, y joue le rote d'une scansion qui a toute 

la valeur d’une intervention pour precipiter les moments conduants. Et 
ceci indique de liberer ce terme de son cadre routinier pour le soumettre 

a toutes fins utiles de la technique. (J. LACAN, Ecrit 1, Seuil, 1970, p. 128' 

Fonction et champs de la parole et du langage.強調筆者.） Madame 

Edwardaの本文中，引用箇所のような消音による音響効果とは逆の形，即ち
《hebetude≫ が sonoriteそのものである《unevoix≫ によって破られるとい

う形も数回に亙って現れている。
17) 交感（communication）については随所で述べられているが，例えば， L’m・

ρerience interieureには次の様な表現がある。
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－官能的イメージと形而上学的イメージの通底する， BATAILLEに馴染み

深い表現の形を，ここに認めることが出来る。

＊ 

＊ ＊ 

余白によって仕切られた 3通りのエクスタシ一一一絶え間ない波のうね

りにも似て，執拘に繰り返される欲望の動き一一それは断絶に促されては

始まり，再び断絶にすべり込み，自に見えぬものの意志に衝き動かされる

ように，治まっては再開され，終ることを知らないかの如くである。欲望

を懐胎した語 ≪angoisse≫ は，やはりリフレインのようにして繰返され，

短かい間隔で訪れる間と共に，反復を基調としたこの物語の性質，つまり

は欲望の衝動のもつ性質を浮彫りにしてし、る。繰返し「私」を，そして
18) 

Edwardaを襲う衝動，「欲望を廃棄しようとする欲望の動き」は次第に
recit 

その狂暴な相貌をあらわにし，それにつれて物語の調子も，「調和から不調

和へ」と変化していく…。BATAILLEのエクリチュールにあっては， ≪jouis-

saneりとくくsou百ranee≫, ≪la mort≫ とくくlapetite mort≫ は等質であり，
キが

その証左の如く，最初のセクションの《jouissance≫ に対する陰画のよう

にして 2番目のセクションの ≪sou百ranee≫ が描かれているが，数回に亙

って繰返され，文字通り Edwardaをさいなむ発作は，正に反復強迫症の

様相を帯びてくる。反復強迫神経症の衝動は，究極的にはその裏にある死

11 n’y a plus sujet二 objet,mais ≪breche beante≫ entre l'un et l’autre et, 
dans la breche, le sujet, 1’objet sont dissous, il y a passage, communication, 
（…） . (E. I., p. 74.) 
又， ≪glissement》の効果によって主体と客体，内部と外部の対立を暖昧にす

るという，二元論の換骨脱胎が計られているとも言えよう。（Cf.ι.ilne s’agit 
pas d’un dualisme oppositionnel. Le passage du monde exterieure aux 
abysses int台ieursest a百airede glissements et non d’une opposition con-
ceptuelle≫. Michel FEHER, Conjurations de la violence, Introduction a la 
lecture de Georges Bataille, Presses Universitaires de France, 1981, p. 19). 

BATAILLEが最も《pervers》な語として挙げているく：＜silence≫ は，《lemot 

glissant≫ とも言われていた（本小論，註12参照）。 ≪heterogene≫ な《rupture》

は，「空間の均整における裂け目としての聖なる場所」，「 1つの宇宙領域から他
への移行を可能にするく入口〉」というように敷街して考えられよう。（ミルチ
ャ・エリアーデ，風間敏夫訳『聖と俗』，法政大学出版局， 1974参照）。

18) E. I., p. 71 ≪le desir （…） d’annuler le d白in>

19) Ibid., p. 70 ≪de l’harmonie a la dissonance≫ 
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の静識を目指すものと考えられているが，同様にテクストに描かれたエク

スタシーも，先に見た ≪lemot glissant : silence≫ に象徴される苦悩に満

ちたく：＜glissementaveugle dans la mort≫ の体験として捉えられてお

り， 同じベクトルと同じ repetitionの形が， 互いの類縁関係を暗示して

いる。文体について見てみると，《angoisse》のリフレインによる揺動と共

に高まった緊張は，文章表現自身に内含される語 ≪silence》の破壊力によ

って内部から崩れ，欲望の衰退と時を同じくして表現にも静穏が戻ってく

る一一ここで欲望の示すエコノミーは，エクリチュールのそれと相同であ

る。衰えた欲望が眠りへと， ≪hebetude≫ へと沈み込む時， pointsde sus-

pensionによって宙に浮いた文章も又，余白へとすべり込んでし、く。《une

voix≫ によって眠りを破られるまで…。

Tout avait disparu, la salle et Mme Edwarda. La nuit 

seule ... 

23) 

De mon hebetude, une voix, trop humaine, me tira. 

或いは，欲望のエネルギーの純粋な消費でしかないこのようなエクスタ
24) 

シーは， ≪aneconomique≫ と呼ぶべきなのだろうか。

20) フロイトがその後期の論文，『快楽原則の彼岸』の中で述べている。死の衝動

は，反復強迫症と幼児の遊戯の分析からフロイトが想定したものであるが，そ

の当否の議論は別として（W.ライヒ他の専門家，ローレンツ等専門外の学者に

よる反対論，ラカン他による再評価がある）， ここに指摘したような欲動のエコ

ノミーに関して，その archetypeをこの理論に求めることが出来るのではない

だろうか。例えば次の引用文中のくくdevait≫ に死の衝動のもつ性質を，それに対

してくくsuspendue≫ に，『ツアラトゥストラ』の綱渡り芸人に象徴されるような

生のあり様とが描き分けられているのを見ることは出来ないだろうか。
（…） : j’avais su, quand elle courut, qu’h toute force elle devait courir, 

se precipiter sous la porte; quand elle s’arreta, qu'elle etait SUSρendue 
dans une sorte d’absence, loin au-dela de rires possibles. (M. E., p. 25，強
調筆者）。

21) 本小論，註12）参照。
22) M. E., p. 29. 

23) M. E., p. 20. 

24) Shoshana FELMANは， Don Juanに見られる欲望の形を， J. LACANの

≪La jouissance, c’est ce qui ne sert a riem＞とし、う言葉を借りて次の様に表

A
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次に， 3通りのエクスタシーのヴァリエーションについて考えてみた

い。最初に描かれるのはく＜angoisse≫ に悩まされた「私」が， ≪gracile≫

でくくobscene≫ な，白い肉体をもった Edwardaprostituee と共にする

《jouissance≫, 2番目はこれと対照的に黒い頭巾を被った「狼JEdwarda 

が，発作に襲われて《verde terrりのように苦しみ， のた打つ様，最後

は， Edwardaが taxi の運転手を相手に味わう ≪jouissance≫ である。

この様に繰返されるエクスタシーの描写は，変化しながらその中心を次第

にずらしていく形をとっているが，反復に伴なって生じる“deplacement”

は， BATAILLEのエクリチュールそのものの特徴でもある。例えば数々の

mots-desをとってみても，繰返される毎に指示内容，位相， および強度

にそれぞれ変化が起こり，最早，先に見せた顔のままでは捉えられないよ

うになってしまっている。 DenisHOLLIERは，これを次の様に表現して

いる。

Dans ce qu’on pourrait appeler la langue de Bataille （…）， 

les mots renvoient bien a d’autres mots (comme dans toute 
langue), mais a des mots qui ne sont plus a leurρlace, qui 

25〕
manquent a leur place parce qu'ils ont bouge entre-temps. 

2番目のセクションで Edwardafuyanteを描いた類似の表現が繰返

現している。
La nourriture figure, dans le mythe de Don Juan, la jouissance, en tant 

qu'elle ne sert a rien, qu'elle est pure depense, aneconomique. IS. FELMAN, 
Le Scandale du corps lうarlant,Don Juan avec Austin OU la seduction en 

deux langues, Seuil., 1980, p. 7 4，強調筆者）。 Edwardaも含めて BATAILLEの

テクスト中に見られる DonJuanへの言及は数が多い（本小論 p.243参照）。
又， JuliaKRISTEVAによる次の様な定義も， BATAILLEのエクリチュールをこ

うした観点から捉えたものと思われる。
Le recit est done une structure dont le desir est l’economie. c’est ce 

qui le distingue de la poesie dont pour Bataille l'economie est celle d’un 
≪decri≫; autrement dit: le langage poetique est une irruption violente 

de la negativite dans le discours, qui denonce toute unite et detruit le 

sujet en detruisant la logique; il sombre dans la ≪nuit≫. (J. KRISTEVA, 

Bataille, !'exρerience et Jσρratique, in Bataille, U. G. E. 1973,p.285.強調は筆者），
25) Denis 1IoLLIE1~. Laρrise de h じoncorde, Essais sur Georges Bataille, 

Gallimard, 1974, p. 58. 
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されるのを見てみよう。

1. Je n’avais pas bouge: immobile comme moi, Edwarda 

attendait sous la porte, au mileu de l'arche. Elle etait noire, 

en tiらrement,simple, angoissante comme un trou: je compris 

qu'elle ne riait pas et meme, exactement, que, sous le vete-

ment qui la voilait, elle etait maintenant absente. 

2. （…） j’aperc;us, de l'autre cote du boulevard, immobile, le 

domino qui se perdait dans l’ombre : Edwarda se tenait de-

bout, toujours sensiblement absente, devant une terrasse 
,26) 

rangee. 

これらの 2つの情景を隔てる 2つのノミラグラフは， ≪jeme sentis≫, ≪je 

voulus savoir≫, ≪je su≫, ≪je ((savais))≫, ≪Je connaissais, je voulus con-

naitre≫ というように，「私」の思弁を表わす言葉に満ち満ちている。

しかし思考は一瞬のうちになされたものに相違なく，書かれた文章も

又，非時間性の中での広がりと言うことが出来ょう。 Edwardaは「その一

瞬」のうちに「街路の向こう側へ」と動いてしまっている…。語のレベ

ル，文章表現，イメージの各レベルで、起こる deplacement，それはこのテ

クストにおける反復の anaphoriqueな性質を表わしていると考えること

が出来ょうが，分力を統合する方向へは収赦しない，この様に本質的に

26) M. E., p. 24および p.25.強調は筆者。
27) S. FELMANは， DonJuanの ≪jouissance≫ の性質を anaphoriqueと定義

している。
Don Juan, cependant, deconstruit cette logique paternelle de l'identitι 

cette promesse de la metゆhare,par la figure meme de sa vie qui est 
celle de l’anaphore, de l’incessante reprise du commencement par la repe・

tition des promesses non achevees, non tenues. (S.FELMAN, oρ. cit., p. 52). 
anaphoreは，修辞学の用法では本来，頭語反復を意味するが，これを言述単

位の照応関係を示すものとして捉えたり（T. トドロフ他著，滝田文彦他訳，
『言語理論小事典』，朝日出版社， 1975年， p.439），又，最近では，例えば J.
KRISTEVAのように， anaphoreのもつ特異な性質，機能によって言語の活性化
を計り，更に，ロゴサントリズムからの脱却を計るというように（《S’evaderdes 
grilles de la rationalite“logocentrique”〉〉）拡大して考えることもなされてい
る。KRISTE¥ A は， くくchaque"parole” est redoublee par quelque chose 
d’autre qui la designe mais ne la represente pas≫ と定義しておし、て，
anaphoreの語源に遡 I) (≪un mouvement a travers un espace≫），そこから

円
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excentriqueな性質をテクスト表現の形に翻訳した場合，ストーリーの完

結性，整合性の欠除ということになるのであろう。その結果として，読者

の関心も文体の緊張の高まりも，常に逸されるような形になっている。
28) 

≪inacheve≫ とは，終り（lafin, la mart）の廃棄であると同時に始まり

(commencement）の廃棄でもある。 この点に関して， テクストの冒頭の

文章と結びの文章を並べて見てみよう。

Au coin d’une rue, l'angoisse, une angoisse sale et grisante, 

me decomposa （…） : je demandai, au comptoir, un pernod 

que j’avalai ; je poursuivis de zinc en zinc, jusqu’占… Lanuit 

achevait de tomber. 

Je commen9ai d’errer dans ces rues propices qui vont du 

carrefour Poissonniere a la rue Saint-Denis. La solitude et 

l'obscurite acheverent mon ivresse. （…）．（（…） le commence-

ment est sans detour. Je continue ... plus dur. .. ) 

（（…） Le recit, le continuer，αiヤ？）

］’ai fini. 

Du sommeil qui nous laissa, peu de temps, dans le fond 

anaphore/anaphoriqueの性質と機能を引出し（≪non-structuree, non -pronon-
c;able. silencieuse, muette et meme non-ecrite≫, ≪relationnelle, transgressive 

（…） a travers laquelle （…） connote une ouverture, une extension≫），史

にそれを次の様な言語概念およびテクスト概念（≪texte-en-dehors-du-texte-
present≫）へと，本意的なまでに発展させている。
L’espace translinguistique se construit a partir de l'anaphore: （…）． 
( ・ ・ ・) le texte est un appareil dans lequel Jes“unites" semantiques de 

la chaine linguistique (mots, expressions, phrases, paragraphes) s’ouvrent 

en volume en se mettant en rapport, a travers la surface structur白 de

la parole, avec l'infinite de la pratique translinguistique. （…）． 
Le langage poetique, tout texte citationnel, le reve, 1’ecriture hierogly-

phique, se construisent comme anaphoriques, irreductibles au signe. （…）． 
お1ais,face主l’anaphore,la regularite harmonique de la structure se 

demasque comme une fiction scientifique, et la diachronie (avec l’espace) 
se voient de nouveau rappeles dans la synchronie de ce qui est enonce 
OU ecrit. CJ. KRISTEVA, Semiotike, recherche pour une semanalyse, Seuil, 
1969, pp. 81～83, 91, 96, 97) 

28) ≪inacheve≫ も， JhTAILLEの mot-cle0 ピラミッドに象徴されるような完成
した形や HEGELの絶対知を頂点とする systerne( B 'TA ILLEは絶えず HEGEL
を意識していた）に対置される概念。
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du taxi, je me suis eveille malade, le lうremier... Le reste est 
却〉

ironie, longue αttente de la moγt… 

《Je commenc;ai》から ≪J'aifini》迄の距離は僅か10数ページに過ぎな

い。しかも ≪commem;;ai≫ と ≪fini≫ の語は， いずれもすぐそばにある
chiasme 

《continuer≫，および pointsde suspensionとそれぞれ交錯語法の関係に

なっており，その影響を蒙って変質してしまっている。即ちテクスト全体

に浮力のように働らいてる語 ≪continuer≫ （続ける）は， pointsde sus-

pensionの力と相侯って読者をテクストの余白へと引摺っていくかのよう
recit 

であり，更に又，物語の最後に訪れる「私」の目覚め， ≪lepremier≫ （あ

とはイロニーでしかなし、）がテクスト全体を逆転させ，パロディにしてし

まう。

様々な表現上の不規則性，読者により多くの注意を要求し，余分なレク

チュールの時間を費やさせるような描写の形（それは逆説的な文体効果で

もあるのだが）は，テクストにとって欠かせない要素となっている，とい

うよりもむしろ，これ等のものが， MadameEdwαrdαのテクストを成立

させているとも言えるのではないだろうか。

本

本 ＊ 

MON ANGOISSE EST ENFIN L’ABSOLUE 

SOUVERAINE. (MA SOUVERAINETE MORTE 

EST A LA RUE. INSAISISSABLE - AUTOUR 

D’ELLE UN SILENCE DE TOMBE-TAPIE 

DANS L’ATTENTE D’UN 

TERRIBLE 

-ET POURTANT SA TRISTESSE 
30】

SE RIT DE TOUT. 

29) M. E., pp. 19, 31. 

30) このエピグラフは，初版では次のようになっていた。
L’ANGOISSE EST SEULE ABSOLUE SOUVERAINE. LE SOUVERAIN 

N’EST PLUS UN ROI: IL EST CACHE DANS LES GRANDES VILLES. 
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これは Mαdame£awαrdaのエピグラフの文章である。前節で、述べた

deplacementが様々な形で起っているのをここに見ることが出来るのだ

が，その点をテクストの本文に沿って具体的に調べてみると， 冒頭，

《angoissりに蝕まれて街頭をさ迷っていた「私Jと Edwarda の出会い

から， Edwardaと taxi の運転手のエクスタシーに至るまでのプロセス

は例えば次の様にまとめられる。

mon angoisse (j:) 乱1＂問 Edwarda
la rue 

l'obscurite de E. la plus .nue 

je voulus me denuder la rue 
E. drapee de noir 

la nuit nue 
Je suis fou E. angoissante 

le ciel fou 

j’avais le sentiment E. absente 

d’etre la nuit 
l’arche de pierre 

cette p1erre noire 
le neant de 

je penetrai sous l’arche cette arche elle etait folle dans 

de pierre les rues 
le ciel vide 

nu (e), fou (folle), absent (e)/videの形容詞（時に名詞）群， lanuit/ 

l'obscurite/noir (e), la rue, la pierre/l’arche, le cielなど，蝶番の働

きをするメタフォリックな媒介項，これ等によってく:<lechangemen t 

comme on glisse≫ と表現されるような《monangoisse (Je) ≫→Edwarda 

という形の移行（cteplacemen t）が完了する。しかしく＜monangoisse≫ が

IL S’ENTOURE D’UN SILENCE DISSIMULANT SA TRISTESSE. IL 
EST TAPI DANS L’ATTENTE D’UN TERRIBLE ET POURTANT SA 
TRISTESSE SE RIT DE TOUT. (0. C. t. III, Notes, p. 494). 

この ≪LESOUVERAIN ≫が後にく＜MASOUVERAINETE≫ に変っている訳

だが，それに伴なう ≪IL≫ から《ELLE≫ への変更によって，例えば次の文中の
≪Elle≫ (Edwarda/DIEU) に見られる様に，本文中の ≪Elle≫ の性質が一層

明瞭になっていることがわかる。
Je me sentis libere d’Elle-jモtaisseul devant cette pierre noire. Je 

tremblais, devinant devant moi ce que le monde a de plus d白ert.(M.E., 
p. 24). 

本文中の引用の，文字の太さ，改行による強調は筆者。

( 97 ) -244-



Edwardaに乗り移った後も「私」と Edwardaを結びつけていた語の連鎖

は途切れることがなく，その上， 更に「私」が発作の治まった Edwarda

と一体化しようとする表現代jem’allongeai le long d'elle, la couvrit de 

mon vetement≫), Edwardaと taxiの運転手のエクスタシーを「私J(= 

temoin）が視線でなぞる表現は，《monangoisse≫ が再び「私」へと送り返

されるものであることを暗示している。 Pierreが MadameEdwαrdaの

作者の偽名（PierreANGι！QUE）であったこと，および本文中の ≪hour-

ream>, ≪foudroyer≫ とし、う言葉の存在が示すように， pierre （石）は

BATAILLEにあっては欲望の断罪者， 即ち DonJuan伝説における石像

への連想に繋がることも， 「私」と Edwarda(pierre noire）の一体性を

裏付けていると言えよう。又， この事実は， Edwardaprostituee/pierre 

noireを冒す行為（≪penetrail’arche de.pierre≫）を通して， debaucheで

ある「私」が自身を断罪するという， au_to-mutilation の形を浮び上らせ

ることにもなっている。先のエピグラフに戻ってみると，《monangoisse≫ 

31) この様なプロセスは，下の表現にあるような「私」の視野に現れる形姿と，

視線である「私自身」の聞に起こる顛倒として捉えられよう。
（…） je vois se dessiner clans l’espace une figure qui eveille et con-

voque les possibilit白 demon propre corps comme s’il s’agissait de gestes 
ou de comportements miens. Tout se passe comme si les fonctions de 

l’intentionnalite et de l’objet intentionnel se trouvaient paradoxalement 

permut白s.(Maurice MERLEAU-PONTY, Signes, Gallimard, 1960, p. 118). 

32) BATAILLEは， 1955年頃， Edwardaを再び取り上げた際に，テクストに，

Pierre Angeliqueの一種の自伝を追加しようとする意図を持っていたとし、う。
(0. C. t. IV, Notes p. 387）.又， 3部作の 1つ Mamereでは， Pierreが実際
に主人公の名として使われている。 D.HOLLIER は Edwardaが Lemartとい

う作品中の死者の名， Edouardの女性形であることを指摘している。 (Cf. D. 
HOLLIER.。ρ.cit., p. 222). 

33) auto-mutilationがメタフォリッグな形で示されている例としては，本文中
≪la nudite (d’Edwarda) tranquille traversa la salle≫ とそれに続く表現，
≪la mort elle-meme etait de la fete, en ceci que la nudite du horde! 

appelle le couteau du boucher≫ (M. E., p. 22），および， Edwardaのcontor-

sionsを表わす言葉，≪untronc;on de ver de terre》（M.E., p. 26）等がある。
Documents誌に掲載された初期の論文， Lamutilation sacrificielle et l' oreille 

couρee de Van Gogh (0. C. t. I, P. 258）でもこのテーマが扱かわれているのを

見ることが出来る。
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とく＜souverainetJ；＞の間のく：＜enfin≫ によって示される隔たりは，これ迄述

べたような欲望の deplacement，言い換えれば Edwardaの形象化に要す
36) 

る時間と考えられる。文章は， ≪chuchotementd's≫，および t-,tr－音の繰

り返しによって《un silence de tombe≫, ≪trou≫ （墓穴）へと，《TER-

REUR≫ へと運ばれてし、く。序文に冠された HEGELの言葉， ≪Lamart 

est ce qu’il ya de plus terrible et maintenir l’田uvrede la mart est ce 

qui demande la plus grande force≫ は，テクストの最初でこの《TER-

REUR》の本質を明かしているが，語 ≪TERREUR≫ の（暴）力は， 同等

の強度をもっ表現， ≪SERIT DE TOUT≫ によって打砕かれ）， 後を覆う
recit 

沈黙（余白）の中から， 物語が再び語り出されるのである口

本

＊ 本

3. テクストの余白へ（ I)

テクストの序文に，次の表現がある。

Les imαges qui eχcitent le desiγ OU pγovoquent le spαsme finαi 

34) ≪souverainete≫ は， BA’fAILLEにおいて重要な概念である。 LaSomme 
Atheologique (L’experience interieureもその一部）中の Methodede medi-

talionの註で， BATAILLE独自のエコノミー論（普遍経済学）がこれと関連づ
けて展開されている。（0.C.t. V ,pp.215・216). 

35) エピグラフ中の各語（≪insaisissable≫, ≪silence＞入 ≪tapis≫，《attente》， etc.）は，

本文中，様々な形で Edwardaとの関わりによって表現されている。
欲望の deplacement，および ≪leloup noin>, ≪un trom>, ≪la pierre noire≫ 

と言い換えられる Edwardaの互換性も又，先に述べた anaphorique な性質

に属するものと言える。
36) Lucette FrNAS の表現。（L.FINAS, La Crue, Une lecture de Bataille: 

Madame Edwarda, Gallimard, 1972, p.109). FINASはこのエピグラフの分析

は行なっていないが， ≪rue≫，《nu》， ≪nuit≫, etc., ≪fom>, ≪trom>, ≪loup≫, etc.の

類音法に随所で注目している。
37) このく:<SERIT≫ には，訴の持つ pejoratifな意味合いがこめられていると同

H与に， JacquesDERI~IDA がその BATAILLE 論の中で指摘しているように，

Aufhebungを軸としたへーゲ、ルの生の哲学を笑う（《cetteeconomie de la vie 
se restreint a la conservation, a la circulation et a la reproduction de 

soi, comme du sens≫), BATAILLEのくくEclatde rire≫ でもあるだろう。（Cf.
J. DErrnrn入、 L'ecritureet la difference, De !'economieγestγe初tear毛conomie
generate, Seuil. 1979, p. 376). 
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sont ordinairement touches, equivoques : si c’est l'horreur, si 

c’est la mort qu’elles ont en vue, c’est toujours d’une maniere 

sournoise. Meme dans la perspective de Sαde, la mort est de-

tournee sur l'autre, et l'autre est tout d’αbord une ex1うression
38) 

delicieuse de la vie. 

サドでさえ，死を苧むイメージは「他者」の上に逸している一一一「単万

直入に」書き出された MadameEdwardaは， Edwardaにおける欲望の

形象化という，これも 1つの ≪detour≫ の形をとることによって成り立っ

ているとは言えないだろうか。言語の世界に属さない ≪sexualite≫ の世界

を ≪detour≫ なしに描くこと，それにはやはり完全な沈黙しかないのだろ

うか。或いは， 表現の瀬戸際に立って「直接」， この沈黙の領野について

語ることが可能なのだろうか。そのようにして語られたことも又，表現で

あり得るのだろうか。不在性との関に現前する Edwardaの極めて不確か

な存在の形は，表現における困難さそのものを象徴しているように思われ

る。 PierreANG札 IQUEの偽名を用いることによって BATAILLEが行な

っているのも又， pratiqued・ecritureにおける《undetour≫ に他ならな

いだろう。先に触れた本文中の括弧を付された異質な語りは， 明らかに

BATAILLE本人による ANG企LIQUE のテクストへの侵略で、ある。反省的

自我の言語表現とでも言うべき，この醒めた低声の語りは，もう一方の語

り手であるアルコールと ≪angoisse≫ の熱に浮かされた語り手（narra-

teur）に対位法のようにして絶えず寄添い，時に唐突に物語に割込んでく

るが， しかし次第にその取りとめのない思弁を混乱させ，ついにはテクス

トから限りなく離れてし、く。

（…） M. Non-Sens ecrit, il comprend qu'il est fou: c’est 

38) M. E., p.13. 

39) BAT AILLEは次の様に言明している。
Le monde de la sexualite nモtantpas un monde de la parole, etant un 

monde du silence. (O.C. t.III, Notes, p.492). 

40) Que signifie la reponse d’Angelique sinon le silence. Le pseudonyme 

est la negation du diabolique. (ibid., p. 492) . 
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a百reux.Mais sa folie, ce non-sens -comme il est, taut a 

coup, devenu ≪serieux≫: -serait-ce fa justement ≪le sens≫? 
41) 

[non, Hegel n’a rien a voir avec l’≪apotheose》d’unefolle ... ] 

決してエクリチュールを離れることのない書き手，書く意識そのもので
rec1t 

あり物語に向けられた作者の視線そのものでもあるこの語り声は， ≪Le
rec1t 

ぽcit,le continueraiヤ？〉〉といったままで沈黙する。一方，物語を続けて

きた「私」は，例えば，次の様な文章の中に再び姿を現わすのがみられる。

Pourtant je continue, dans man obscurite: 1’homme continue 

en moi, en passe par la. Quand je profere en moi-meme: 

Qu'EsT-CE? quand je suis fa sans reponse concevable, je crois 

qu'en moi-meme, enfin, cet lzomme devrait tuer ce que je 

suis, devenir a ce point lui-meme que ma betise cesse de 
43) 

me rendre risible. 

44) 

ここで ≪l’homme≫,≪cet homme≫ と言われているもの， エクリチュー

ルにおいて「死に瀕しながら」も書き続けようとする衝動は， sexualite

における欲望の衝動と等しい。そしてくdui-meme≫ と ≪moi-meme≫一一、

テクストの緒言に遡ってみると次の表現に行き当る。

（…） Es-tu seul? as-tu froid? sais-tu jusqu'a quel point 
45) 

1’homme est ≪toi-meme≫? imbecile? et nu? 

読者に対して，或いは作者自身に対してなされるようなこの呼びかけに

41) M. E., p.30. 
42) Je ne recuse pas la connaissance, sans laquelle je nモcriraispas, mais 

cette main qui ecrit est mourante et par cette mort a elle promise, elle 
echappe aux limites accept白sen ecrivant (accept白sde la main qui 
ecrit mais refusees de celle qui meurt). (M. E., Preface, p.12). 

43) Madame Edwarda と不可分の関係にある L’ex戸rienceinterieureの第 II
部， Lesupplice （本小論 p.256参照）中の文章。（E.I., pp.45 ,46). 

44) 本文中にくく－Seuldes hommes a passer le neant de cette arche！≫とい
う表現が見られ（p.25），又， Edwardaの相手となる taxiの運転手も，《cet
homme≫ と呼ばれている。

45) M. E., p.15. 
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おいて， ≪1’homme≫ と ≪toi-meme≫ （つまりは moi-meme）は限りなく近

付し、てし、く。その一方では，物語全体を視野のうちに促えている書き手の

方は，やはりテクストの余白に身を置かなければならないのだろうか。

BATAILLEは ANGれIQUEに物語を語らせることで，テクストとの距離

を保っているのであろう。
toi-meme 

《delirdivin≫ である Edwardaがテクスト中で体現する「きみ自身」

であるもの，「精神が絶えず迂回して通ろうとする」自身の中の「他者」，

死が最早， 逸されることのない「他者」， 即ち無意識的欲望一一フロイト

は， 無意識的欲望の概念を確立するに際して， ニーチェの著作から《es》

の語を借りているo ich=jeでもなく er=ilでもない，この馴致し難い自

己の中の衝動，句S》に耳を傾けることによって，テクスト Madame

Edwardaは語り続けられていると言えないだろうか…。

4. テグストの余白へ（Il) 

Je n’ai d’autre intention que de mettre en evidence le 

49) 

drame dissimule sous les mots ：（…）． 

46) 0. C. t. III, Notes, p .493. 

47) ≪l’esprit se detourne de lui-meme≫ (M. E., Preface, p.10). 
48) 「我々は，無意識的ということをもう体系的意味には使用しないで，従来そ

う呼ばれて来たものにもっと良し、一ーもはや誤解のなし、一一名を与えようと思

います。ニーチェの言葉遣いに倣い，グロデックの勧めによりまして，我々は

それを今後エス（dasEs）と呼びます。この非人称代名詞は，この精神的領

分の主要性格一ーすなわちこの精神的領分の自我に知られないことーーを言い
表わすのに特に適当であるように思われます」（フロイト著，古津平作訳，『続
精神分析入門，日本教文社版， 1964年， p.109）。この《es≫ に関して， BATAILLE

の心酔したニーチェに遡ってみてみると， ≪Jepense done je suis≫ に集約さ

れる確信に苛立つたニーチェの次の表現に出会う。「思想というものはくそれ＞

が欲するときにやって来るものでくわれ＞が欲するときに来るのではない。 し

たがって主語＜われ＞が述語＜思う＞の条件であると主張するのは事実の歪曲

である，ということだ。要するに， （それが）思うー一一（esdenkt）四一一」。そし

て，「思考もやはり意志の成素」であり，意志は「命令を発する情動である」と

定義されている。（ニーチェ著，信太正三訳『善悪の彼岸』，理想、社， 1974,PP. 

37, 39）っ
49) 0. C. t. V, Methode de meditation, p. 221，強調筆者。
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BATAILLEは，自己の pratiqued’ecritureを上のように意味付けてい

る（もしまだ意味というものが存在するとすれば一一《serait-ce fa 
50) 

justement ((le sens））？》）。これを当小論の冒頭で引用した文章，《jen’ai 

voulu decrire qu’un mouvement d'extase≫ と併せて考えてみると，上

の ≪ledrame≫ は《unmouvement d’extase≫ となるだろうし，又，

Edwarda本文中の表現， ≪ilest plus loin que tous les mots≫ が指して

いるのも同じものであることがわかる。そしてここに介在してくるのが

BATAILLEの考える poesieである。

11 y a devant l'espらcehumaine une double perspective: d’une 

part, celle du plaisir violent, de l’horreur et de la mort-

exactement celle de la poesie-et, en sens oppose, celle de 
52) 

la science OU du monde reel de l'utilite. 

「エクスタシーの動きを描くこと」一一「不可能」と言われるものを言

語表現において実現することーーそのためにはく:<autrelangage≫ が必要で

50) M. E., p.30. 

51) Ibid., p.28. 

52) O.C. t.III., L’Impossible, Preface, p .102. 

この物訴には当初 LaHaine de la Poesieとし、う題がつけられていたが

(Cf. O.C. t.III, Notes, p.509），この ≪haine≫ については， ≪L’accesa I’extreme 
a pour condition la haine non de la poesie mais de la feminite poetique 

（…）.（E.L. p.53）とも言われている。又， ≪utilite≫ の対極にある poesie,

Mallarmeの言う貨幣のような言語の対極にある言語一一一経験的言語の背後に隠
された言語を掘り起こすこと（《Maissi le langage exprime autant par ce qui 
est entre les mots que par les mots? Par ce qu’ii ne ≪dit≫ pas que par 

ce qu'il ≪dit≫? S’il y a, cache dans le langage empirique, un langage a la 
seconde puissance, （…） OU les significations ne Se liberent pas tout a fait 
du commerce des signes?≫ Maurice MERLEAu-PoNTY，φ.cit., p. 57）一一

MERLEAU-PONTYはそれを絵画における読み取りの作業になぞらえている。
（・ー） le peintre nous atteint a travers le monde tacite des couleurs et 

des lignes, s’adresse en nous a un pouvoir de dechi妊rement informule 

（…）. (ibid., p.56）.このことを納得するには，キャンパスにつけられた裂目その

ものの表現である LuciaFONTANAの絵を想い起こせば十分であろう。
53) Qu'afin de s’e仔orcerd’atteindre au plus profond ii existe un autre 

langage, nous en devons douter. Ainsi n’avons-nous jamais trouve les 

mots qui eclairent le monde en deux parties egales, merveilleux et 
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あると BATAILLEは言う。テクストの最初のセクションで， エクリチュ

ールの抹消（＝pointsde suspension）を契機として顕現する《monan-

goisse≫ の形象化としての Edwardaの描写，ーそれは《ledevenir-incon-
54) 

scient du sujet≫ の表現でもあるが，一ーその際 BATAILLEが用いた形

は，次の J.LACANの文章にあるような，言語の詩的機能に基づいた表現

の形と言えるだろう。

Par le mot qui est deja une presence faite d’absence, 1’ab-

sence meme vient a se nommer en un moment original （…）． 

Et de ce couple module de la presence et de l’absence, nait 

l’univers de sens d’une langue ou l'univers des choses 
55) 

viendra a se ranger. 

不在性から存在を浮かび上がらせる形の言語活動は，言語にのしかかっ

ている重い風車を持ち上げ，沈黙（であったもの）に語らせるものであ

る。沈黙と深く関わり合った BATAILLEの poesieは，およそ以上のよ

うなものであろうが，この poesie，即ち ≪l’impossible≫ は， テクストに

穿たれた穴のようにして描かれている。

Elle me vit: de son regard, a ce moment-fa, je sus qu’il 

revenai t de l' im；うossibleet je vis, au fond d’elle, une fixite 

vertigineuse. A la racine, la crue qui l’inonda rejaillit dans 

ses larmes: les larmes ruisselerent des yeux. L’amour, dans 

ces yeux etait mort, un froid d’aurore en emanait, une 

nauseabond de la volupte et de la mort, jamais les mots n'avaient la 
force fulgurante, jamais ils n'avaient la salete qui su伍se.(0. C. t. III, Notes, 
p.493，強調筆者）．

54) Or l'espacement comme ecriture est le devenir-absent et le devenir・

inconscient du sujet. （…） . Comme rapport du sujet a sa mort, ce devenir 
est la constitution meme de la subjectivite. A tous les niveaux d’organi-
sation de la vie, c’est-a-dire l'economie de la mort. (Jacques DERRIDA, De 
la grammatologie, Editions de Minuit, 1967, p.100). 

55) Jacques LACAN, op. cit., p.155. 
56) （…） il nous a fallu soulever par degre, telle une pesante roue de moulin 

renversee sur elle (=la parole) （…）.(J. LACAN, ibid., p.130). 
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日／）

tranδparence ou je li品 iδlamart. 

肉体の開口部である眼（regard/rupture）は， l’impossible の澄明な広

がりと通交をもっている一方で，その不安定な構造によって poesie の可

能性を絶えず脅やかし続けるものでもあるのだ。
あわい

あらゆる形の叩xite”を廃棄しテクストの成立と不成立の聞に立ってい

るようなテクスト MadαmeE'dwαrdaは， BATAILLE 特有の逆説的な日

し、廻しを借りれば，テクスト性の破壊をねらったテクストとも言うべきな

のだろうか。いず~ALにせよ，そこで目指されている言語の限界の乗り越え

としづ問題は，今尚，重要性を減じていないように思われるが，あるい

は，百語の限界が世界の限界でもあるので、あれば，「乗り越え」という違

犯行為そのものも，この《pervers》な沈黙のうちに存み込まれてしまう

ものなのだろうか…。

57) M.E., p.29.強調筆島。

58) Cf.《nosregards ne sont pas des actes de conscience, （…） mais ouverture 

de notre chair aussitot remplie par la chair universelle de monde≫ M. 

MERLL¥U-PONTY，ゆ.cit., p.23. Michel FOUCAULTは眼嵩中の眼球の，絶え

ず逆転しようとする動きを宇んだ不安定性を鍵として，物語， Lebleu du ciel 

の不安に満ちた情景を解釈している。（Cf.M. FoUCAUL T, Preface a la trans-
gression, in CRITIQUE 195, pp. 751～769). 

59) Or, si nous chassons de notre esprit l'idee d’un texte original dont notre 

langage serait la traduction ou la version chiffree, nous verrons （…） que 
tout langage est indirect ou allusif, est, si l'on veut, silence. (M.MERLE.机 1・

PoNTY，。ρ.cit.,p.54).

60) 「わたくしの言語の限界は，わたくしの世界の限界を意味する。」 （ヴィトゲ
ンシュタイン：九坂井秀寿他訳『；命理科ー学論考』，法政大学出版局， 1968,p. 168）。
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